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サーキュラ ー への投稿募集 

日本発生生物学会サーキュラ ーは 会員の皆様の 情報誌として 年 3 回発刊されます。 

学会に対する 提言，研究雑感・ 実験手法，学会見聞記，関連学会案内，書評等どの 

ような内容でも 結構ですので。 是非事務局にお 寄せ下さい。 

  

  

 
 



庶務連絡 ( 報告 ) 

会員名簿の作成と 内容の若干の 変更について 

本年度は本学会の 会長および運営委員の 選挙があ りますので会員名簿を 新たに作成した 

します。 新しい会員名簿を 選挙名簿とすることを 目標に円滑な 名簿作成を目指したく 思っ 

ておりますので、 皆様 ご 協力を。 

松田先生、 福田先生のご 努力で、 e-mail 番号の掲載および 英語表記と、 名簿も益々よく 

なっております。 今回はアルファベット 検索ができるようにすることと、 会員番号を表記 

することを盛り 込みます。 そのほかにもご 要望があ りましたらお 寄せください。 

さて、 以下はお願いです。 

  お   一に       伯       "    """   はが   に   朕         をき       の上   ，、     七       でに " 、   沼波 

鍵 """ 
  き       の 祭   e-mail アドレス と     五     きを忘れ   "    諜   の無いよ " にはっ     と，大上 三 
面倒くさいことは 確かですが、 学会事務運営をする 上で非常に重要な 作業です。 皆様の 

ご 協力をなにとぞよろしくお 願いします。 

メールアドレスの 変更の場合 

できるだけ近いうちに、 e-mail を使った会員の 皆様への speedy かつ円滑な御連絡・ 御案 

内 ができるように 努力しております。 そのためには 会員皆様の最新のメールアドレスが 常 

時 必要となります。 

異動の場合だけでなく、 単にメールアドレスが 変わる場合でも、 下記アドレスに 変更後 

の メールアドレスをお     らせ   だ   い   

jsdb(5)bcasi ・ or ， iD 
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2000 年度 日本発生生物学会運営委員会 議事録 

日 時 : 2 0 0 0 年 1 月 2 9 日比曜日 ) 1 5 : 0 0 一 1 7 : 0 0 

場 所 : 東京大学駒場キャンパス 1 6 号館第一会議室 (1 2 9 号 室 ) 

出席者 : 他面 雅俊 ( 会長 ) 

相沢 慎一、 井出 宏之、 上野 直人、 岡野 栄之 、 佐藤 矩行 、 高橋 淑子、 中 

江 愚夫、 仲村 巷 和 、 西田 宏 記 、 藤澤 肇 、 星 元紀、 八杉 貞雄 ( 運営 

委員 ) 

浅島 誠 (DGD 編集主幹、 運営委員兼務 ) 

川村 和夫 ( 第 3 3 回大会準備委員長 ) 

西鶴 秀俊、 福田 公子 ( 前事務局 ) 

出口 竜作、 田村 宏治 ( 新事務局 ) 

会長挨拶のあ と、 八杉前幹事長から 事務局交代についての 説明があ り、 井出新幹事長、 

出口会計幹事、 田村庶務幹事が 紹介された。 引き続き、 報告、 審議に入った。 

報告事項 

①事務局報告 ( 八杉前幹事長 ) 

会員数 (2 0 0 0 年 1 月 2 6 日現在 ) 

  国内 正会員 1 0 7 1 名 

学生会員 3 4 2 名 

賛助会員 5 名 

  日計タ ト 正会員 4 9 名 

会員総数 1 4 6 7 名 

( 会員数は増える 傾向にあ る。 参考 : 1 9 9 9 年 1 月初めは、 1 3 6 4 名 ) 

② DGD 編集委員会からの 報告 ( 浅島 DGD 編集主幹 ) 

・ impactfactor は徐々に伸びているが、 投稿論文教が 減る傾向にあ る。 

・ DGD の 0nline 化 ( 電子化 ) を引き続き検討している。 

  年間 6 号から 9 号へ増刊を図り、 出版までの時間の 短縮 (accept 後、 3 ケ 月を目標 ) 

など現代化に 即した方向に 進めていく。 
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  review を毎号に載せることを 目標。 

  図 4 枚までの colorcharge を無償にすることを 検討課題とする。 

  論文の質について ( 検討事項 ) 

現在の採択率 ( 現在約 7 0%) を、 6 0% 程度にしたい。 

Reviewtopic(specialissue) をつくる。 

来年の ISDBsuppl. を加える。 

論文審査の際に、 できるだけ よ いものに imp 「 ove して い く   

  これに対し、 運営委員から 次のような意見が 出された。 

別刷りの表裏 表紙の白紙は 必要ない。 なくすべき。 

Impactfacto 「上昇のために、 他の国内関連雑誌 (genestocells など ) と相互引用 

をする努力を 口コミなどでするとよい。 

編集主幹・ editor と reviewer の関係について、 DGD 委員会で検討してほしい。 

づ検討事項として、 DGD 委員会に申し 送り。 

③第 3 3 回日本発生生物学会大会準備委員会からの 報告 ( 川村大会準備委員長 ) 

  進行状況をホームページおよびサーキュラ 一で随時公開中。 受付のぺ ー ジも順調に作 

成中。 

  会場、 日時の決定。 

2 0 0 0 年 ( 平成 1 2 年 )5 月 2 5 日 ( 木片 5 月 2 7 日 ( 土 ) 

高知県民文化ホール ( シンポジウム、 総会、 本部 ) および 

高知会館 ( ポスタ一発表、 懇親会 ) 

  シンポジウム 6 つの内容と統括者を 決定。 

  ワークショップの 開催し 2/2 9 まで受付予定 ) 。 

  昨年に引き続きオンライン 申し込みを積極的に 取り入れるが、 紙面に よ る申し込みも 

併用する。 

  発表要旨の公開時期を 考慮する。 

  スライド・ OHP の両方を可とする。 コンピュータ 一の使用も、 希望があ れば検討する。 

④第 3 4 回日本発生生物学会・ ISDB 合同大会準備委員会からの 報告 ( 竹市 準備委員長 ) 

  日程と会場の 説明 

2 0 0 1 年 7 月 8 日から 1 2 日まで京都国際会議場にて 
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  、 ン ンポジウムの 準備をどんどん 進めている。 シンポジストはこれからも 変わっていく 

可能性があ る。 

  Printed  circula 代印刷した冊子 ) は作らないが、 ポスターをつくって registration の方法を 

明確にする予定。 

  DeveIopment および DevelopmentaI 団 0logy に広告を掲載。 

  申し込みはすべてホームページにて 行う。 

  国内の発生生物学会 ( 会員 ) への正式な連絡は 今年中には行う。 

⑤学術会議報告 ( 星 委員 ) 

  日本の研究環境の 劣悪さと国の 責任について 議論があ ったことが報告された。 

・科研 費 審査員の推薦について 説明された。 

審議事項 

①会計報告 ( 西駕 前会計幹事 ) 

  1 9 9 9 年度決算案の 報告。 

  2 0 0 0 年度予算案の 提案。 

予算案は草案であ り、 新事務局で最終案を 作成し決算案とともに 5 月の総会にかけるこ 

とが承認、 された。 

②会計監査委員の 選出 

  会計監査員として、 東北大学大学院医学研究科 若松 義雄 会員が提案され、 承認、 

された。 

③選挙管理委員の 選出 

  選挙管理委員として、 東北大学加齢医学研究所 松崎 文雄 会員 ( 委員長 ) 、 

東海林 正 会員、 渡 遇 裕二 会員が提案され、 承認された。 

④学術助成金等の 学会推薦決定法について 

  このことについて、 学会への応募総数が 学会からの推薦枠を 越えた場合について、 そ 

の採択の方法が 審議された。 その結果、 その ょ うなことが生じた 場合、 会長の推挙に 

よ り運営委員の 中から 3 人の審査員を ( その都度 ) 選び審査委員会を 設置し、 無記名   
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点数 制 で審査を行い、 その結果を会長が 判断し候補者を 選出する、 こととした。 

⑤学術会議委員、 推薦人の選出 

  学術会議委員の 候補者およびその 推薦人の選出について、 他の学会との 兼ね合い ら 考 

慮に入れることが 必要という議論がなされ、 他所連関連学会と 連絡を取り合い 学会長 

と 新旧事務局を 中心に決定することとした。 

⑥ み r 胞 生物学会と合同年会を 行 う 可能性について 

  このことについて 細胞生物学会の 広川会長から 発生生物学会との 協力関係の提案があ 

り、 発生生物学会の 年会にあ れせて細胞生物学会の 年会を春に移す 可能性が示唆され 

ていることが 伝えられ、 議論された。 その結果、 2 0 0 2 年の年会を合同年会とする、 

あ るいは時期を 同時期として 合同のシンポジウムを 開催するなどの 可能性を細胞生物 

学会事務局と 検討することとした。 

02 0 0 2 年年会開催会場について 

  審議事項⑥とあ わせて、 5 月の年会ころまでに 決定できる よう に進めることとした。 

ム目 日本発生生物学会第 33 回高知大会最終のご 案内 

大会準備委員会 : 川村和夫 

会員の皆様、 こんにちは。 日本発生生物学会第 3 3 合 大会にたくさんの 参加申し込みを 

いただきまして 有り難うございました。 うれしさに上上 ヒ倒 するプレッシャⅠといった 心 

境 です。 このサーキュラ ー がお手元に届く 頃 には、 本大会まで残すところ 1 カ月となって 

いるでしょう。 大会準備委員会より 最終のご案内を 差し上げます。 

1.  会期 2000 年 5  月 2  5  日 一 5  月 2  7  日 

第 1 日目は 9 時 3 0 分 よ りポスタ一で 始まります。 

第 3 日目は 1 5 時 一 1 6 時にシンポジウムで 終了予定です。 

総会と懇親会は 例年通り、 第 2 日目を予定しております。 
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2. 会場 高知県民文化ホール シンポジウムと 総会 

高知会館 ポスターと懇親会 

( 二つの会場間の 距離は徒歩 5 分程度です ) 

3, 受付 大会期間中、 高知県民文化ホール 前にて行います。 第 1 日目は 9 時 よ り受け付 

けます。 

4. 関連集会・会合 

ワークショップ 5 月 2 4 日 午後 高知大学 

( 内容については 大会掲示板をご 参照ください。 会場の地図や 時間など、 詳細は @ll 頁 

次 大会ホームページに 掲載するとともに、 予稿 集 にも印刷されます。 ) 

DGD 編集委員会 5 月 2 4 日 15 :00-17 :00  高知会館 弥生の間 

学会運営委員会 5 月 2 4 日 17 :00-19 : 00 高知会館 弥生の間 

ISDB 組織委員会 5 月 2 5 日 9 : 30-12 : 50 高知会館 朱雀の間 

5. 発表形式の決定通知 

第 3 3 回大会のご講演はポスターもしくはシンポジウムとなっています。 発表演者と 

なっておられる 会員の皆様には、 4 月中に発表形式をお 知らせします。 

、 ン ンポジウムでの 発表が決定した 演題については、 発表形式の詳細を 発表演者にお 知 

らせしますシンポジウムによって、 また演題によって、 発表時間が異なっておりますの 

でご注意ください。 発表の方法 ( スライド、 OHP 、 液晶など ) については、 まずオーガ 

ナイザーとご 相談ください。 

このサーキュラ ー をお読みになっている 時点で、 上記の通知のどちらかあ るいはどち 

らも受け取られていない 場合は 、 恐れ入りますが 下記の大会準備委員会まで 鍾旦ヱ にて 

ご照会ください。 

e-mail:o-conn ⑥ bcasJ.or.JP 

〒 565-0082  大阪府豊中市新千里東町 -4-2 

千里ライフサイエンスセンタービル 14 階 

学会センタ一関西内 

日本発生生物学会第 3 3 回大会準備委員会 
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6. 予稿集の発送 

5 月の連休明けにはお 手元に届くように 準備を進めています。 

7. 大会ホームページの 更新 

次回の更新は 4 月中旬の予定です。 会期中の詳細な 日程表や高知市内の 地図、 高知人 

学の見取り図 ( ワークショップの 開催場所 ) などが掲載されます。 次々回の更新は 4 月 

下旬か 5 月上旬で、 すべての講演要旨がホームページ 上で公開される 予定です。 

8. その他の最新情報 

大会に関する 新しい情報、 情報の変更は 大会掲示板に 掲載します。 不明の点は掲示板 

で照会していただいても 結構です。 

9. アンケートの 実施 

本大会の講演申込に 当たって、 会員の皆様にはホームページに よ る申込にご協力いた 

だきまして、 有り難うございました。 また、 ホームページで 申し込もうとしたがうまく 

アクセスできなかった 皆様には、 まことに申し 訳あ りませんでした。 今年の経験を 次年 

度以降、 特に来年の国際発生生物学会に 生かすために、 ホームページ 委員会と大会準備 

委員会は「ホームページ 投稿に関するアンケート」を 実施することにしました。 講演登 

録会員の皆様には、 この「アンケート」にも 是非 ご 協力いただけるよう、 お願い申しあ 

げます。 
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ひとくちメモ :  「論文の共著者とは 何なのか ? 」 

奈良先端科学技術大学院大学・バイオ サィェ ンス研究科 高 橋 淑 子 

最近、 やたらと共著者の 多い論文が増えたような 気がします。 本当に大勢の 研究者によ 

ってつくられたビッバプロジェクトならよいのですが、 「果たしてこの 程度の論文に 10 人 

やら 20 人やらが必要だったのだろうか ? 」なんて首を 傾げる内容の 論文も目に付きます。 

生命科学の分野では、 筆頭著者と最終著者の 貢献がもっとも 大きく、 名前が中程になるほ 

ど貢献度は少ないと 思われるのが 普通です。 では共著者の 定義とはなんなのでしょう ? 

最近は一つの 論文を仕上げるにも、 以前に比べて 実にたくさんのことをこなさなければ 

ならなくなったのも 事実です。 でもだからといって、 「作製された 論文を読まないうちに、 

自分の名前が 入った論文が 投稿されてしまった」とか、 「科研 費 をもらってきたというだ 

けでラストオーサ 一になるのが 当然と思っている」なんてことはあ まり勧められないので 

はないでしょうか ? 

先日 Nature 誌に、 「論文における 共著者の分担内容を 明記することを encourage する」と 

いった内容の カ ラムを目にしました (Naturevo1399,p393,1999) 。 また昨年から 日本におい 

ても科研費の 業績 欄 には、 発表論文における「共著者何名 甲 申請者は何番目か」というこ 

とを明記することが 求められるようになりました。 これらのことは、 単に発表論文の「 数 」 

のみが評価の 対象にはならないことを 示すと同時に、 共著者というものの 責任と自覚を 改 

めて求められていると 理解されるのではないでしょうか 0 

また、 単にあ るマテリアルをあ る人に供与したというだけで 共著者になると、 同じマテ 

リアルを他の 研究者に供与してもし 異なった結論が 出た場合 ( そしてそこでも " 安易に " 

共著になってたとしたら ) 、 「同一人物が 異なる複数の 結論を出した」と 見なされ信用失墜 

です。 

共著者をいかに 考えるかについては、 それぞれの研究者独自の 哲学も反映されるところ 

でしょうが、 それにしても 一旦共著者になったならば " 最低限 " やっていただきたいこと 

として「論文を ボ 背読 し 、 correspondjngauthor に対して何らかのコメントをつける」ことを 

提言させていただきたいのです。 逆に correspondingauthor はこれらのコメントを 受ける義 

務をもつということになります。 学会発表でも 基本的には同じことだと 思われます。 

皆様は共著者の 役割をどのようにお 考えでしょうか ? 
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Lab ， c Ⅱ     ps@&@M Ⅰ   roarrays@Japan 

Cambridge  Healthtech  rnstitute が主催する Lab-chips&  MicroarraysJapan が 2  0  0  0  年 5  月 8 

日 一 9  日に、 東京の Keio  PlazaInter-continentaI で開かれます。 

詳しくは下のホームページを 参照してください。 

http Ⅶ www.heaIthtech.com/conference700m ぢ戸 ndeX.htm 

第 3 町 MSUT 国際シンポジウム 
「幹細胞生物学の 展開 : 組織形成と再生医学の 基礎」 

日 時 : 平成 12 年 6 月 22 日 ( 木 ) 一 6 月 24 日 ( 土 ) 

場 所 : 東京大学医科学研究所講堂 ( 東京都港区 ) 

プロバラム : 

  はじめに / 西川伸一 ( 京都大 ) . 無脊椎動物幹細胞 / 町形清和 ( 岡 m 大 ) ,LuB   

(UcsF) 

  臓器別幹細胞 /LendahlU. (KarolinskaInst.) ,VescoviA, (Natl.Neurol.Inst.C.Besta), 

Marshak  DR  (OSirisTherapeutics) 

  幹細胞とみ co 胞 分化 J 浅島 誠 ( 東京大 ) , 須田早生 ( 熊本大 ) ,HailingHsu(AmgenInc り 

  ES 細胞の invitro 分化 /Smjth  A.(EdinburghUnjv.), 丹羽仁 史 ( 大阪大 )  横田 崇 ( 東大 

医 W 研 )  ,KellerG.(MountSinaiSch.Med.),Brustle0.(BonnUniv,) 

  ヒト ES 細胞 /PeraM.(MonashUniv.),,LebkowskiJ.(GeronCorp.) 

  始原生殖細胞 /McLarenA.(WeIlcome/CRC  Inst.),,Donovan  PJ(ThomasJeffersonUniv.), 

松居靖人 ( 大阪母子医療センター 研 ) 

  桟梯小面 Colman  A.(PPL  Therapeutjcs), 角田幸雄 ( 近畿大 ) 

  エピ ジェネティック ス /SuraniMA  (WelIcome/CRC  Inst.):,Jaenisch  R. (Whitehead  Inst., 

八打 T), 石川 @ 木 ( 東京工業大学 ) 

  生命倫理 ( パネルディスカッション ) /McLarenA.(We Ⅱ・ Come/CRCInst.),CapronAM 

(USe) , 浅野茂 隆 ( 東大医科研 ) ,  島 次郎 ( 三菱化学生命 研 ) , 位田隆一 ( 京都大 ) 

 
 
 
 

 
 



主 催 : 東京大学医科学研究所 ( 所長・新井賢一 ) 、 後援     アムジェン株式会社 

参加費 : 無料 

連絡先 : 〒 108-8639 東京都港区白金台 4-6-1 

東京大学医科学研究所ヒト 疾患モデル研究センター 吉田道昭 

TEL:03-5%9-5753  FAX:03-5449-5455 

E-mail:］obuaki(5)ims ・ u-tokvo ， ac           

第 3 回日本組織工学会のお 知らせ 

第三回日本組織工学会 

会長 広島大学理学部教授 古里勝利 

日時 : 平成 12 年 6 月 30 日 ( 金 ) 午前 9 時一 

平成 12 年 7 月 1 日 U 土 ) 午前 9 時一 

場所 : 広島国際会議場 ( 広島市中区中島町 1-5) 

プロバラム : 

ド ンポジ ゥム 1]  幹部 m 胞の生物学， 

プラナリア再生から 幹細胞システムを 考える / 渡辺憲二 ( 姫路工業大学理学部 ), 造血 

発生と血管新生の 相互関係 / 須田 年生 ( 熊木大学医学部 ), 膵戸 細胞の培養とその 応 

用 / 大河原久子 ( 東京女子医科大学・ 総合研究所 ), 筋の再生と 筋 疾患 / 埜 申伍 哉 ( 国 

立精神・神経センター 武蔵 病院 ) 

レ ンポジウム 2]  幹細胞の組織工学への 応用， 

造血幹細胞の 体外増幅とその 応用 / 堀田知 光 ( 東海大学医学部 ), 遺伝子治療臨床研究 

一 ADA 欠損症の経験から 一 / 崎山幸雄 ( 北海道大学医学部 ), NewTreatmentsofmale 

」 n 偽 rtility/Sofikit;s 川 kolaos ( 鳥取大学医学部 ), 神経幹細胞の 生物学的特徴とその 治療 

への応用 / 内田耕一 ( 慶応大学医学部 ) ヒト血管内皮 ホ m 胞と 繊維芽細胞へのテロメラー 

ゼ 遺伝子導入 / 三井洋司 ( 工業技術院・ 生命研究所 ) . 熊崎努 ( 広島大学・原爆放射能 

医学研究所 ) 

[ 特別講演 ] 

Rebuil Ⅰ     ng｛f》he〕i   er『ith…el Ⅰ   /SaHeev；upta (A Ⅰ   ert・i   st0n，olege｛f｀edii   e), 

Devoopment3@   and@genet@@   contro@   of@kerati   ocyte@stem@cell@potenti   l@/G ・ Pa0o@Dotto@ (Harvard 
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Medical@School) ， Proteomics@and@the@challenge@of@mammalian@cells@and@tissues/@lan 

Humphery-Smith@ (University@of@Utrecht) 

[-IWX] 

参加費 : 会員 5,000 円 非会員 6,000 円 

演題要旨締切 : 平成 12 年 3 月刊 日 ( 金 ) 

参加申込 / 演題要旨送付売 / 間合わせ 先 : 

第 3 回日本組織工学会事務局 

〒 739-8526  東広島市鏡山 1 丁目 3-1 

広島大学理学部生物科学科 

担当者 小原政信・立野知性・ 寺田涼子 

TEL : 0824-24-7442  FAX : 0824-24-1492 

米 この件に関しましてはお 問い合わせは 

広島県組織再生プロジェクト 

事務室沼田までお 願いいたします。 

gthlnte て naUonalCong 丁 essonlnve は ebrate 
Reprod し cUonand  Development のお矢ロ E ラせ 

gth  InternationaICongresson  lnvertebrate  Reproduction  and  Development が 2001 年 7  月 15-20 日 

に 、 南アフリ ヵ Grahamstown 、 Rhodes 大学で開かれます。 

[f@@G] 

Professor@Alan@Hodgson 

Department@of@Zoology@&@Entomology ， 

Rhodes@University ， 

Grahamstown@6140 ， 

South@Africa 

E-mail:@A ・ Hodgson@ru ， ac ・ za 

Fax:@+46-622@4377 

First@announcement ， preli   inary@programme@and@online@pre-registration@ available@at     

http://www ， rhodes ， ac ・ za/conferences/icird2001 

 
 
 
  

 

 
 



Santa@Cruz@Conference@on@DevoopmentG@   Bi   Ⅰ   gy@2000 

July  22-26,2000 

Organizers:@Cori@Bargmann@(UC@San@FranCsco) 

Richard@Harland@(UC@Berkeley) 

The@Santa@Cruz@Conference@on@Developmental@Biology@is@a@highly@interactive@small@meeting 

presenting@the@latest@research@in@a@beautiful@and@intimate@setting@at@the@University@of@California ， 

Santa@Cruz   

Up@to@ 200@participants@can@ attend@the@conference ， which@emphasizes@ molecular@advances@ in 

development@ and@ pattern@ formation ・ Applications@ are@ invited@ by@ Web 

(http://mcb ・ berkeley ・ edu/eroups/devbio/SantaCruzDeveloDmentalBiology)@or@by@ mailing 

application@forms@ to@Eva@Chazo ， Box@0452 ， Department@of@Anatomy ， The@University@ of 

California ， San@ Francisco@ CA@ 94143-0452.@ Confirmed@ speakers@ are@ listed@ below ， and 

additional@talks@will@be@selected@from@the@applicants ， All@applicants@are@encouraged@to@present 

posters@of@their@research   

Topics: 

Establishing‖symmetry 

Signaling@pathways@in@pattern@formation 

Gastrulation‖nd［orphogenesis 

Transcriptional@control@pathways@in@development 

Neurogenesis@and@neural@patterning 

Signal》ransduction（n］euron@   development 

Organogenesis 

Homeostasis 

growth@and@lifespan 

Confirmed@speakers     

Sharon、macher Kathryn、ndersen Konrad。asler 

Amy@Bejsovec@ Graeme@Davis@ Chris@Doe 

Bruce@Edgar Scott@Fraser@ Ernst ・ Hafen 

Mimi？alpern Janet？easman Ira？erskowitz 
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Yishi@Jin@ Cynthia@Kenyon David@Kingsley 

Mark@Krasnow@ Rob@Krumlauf@ Mike@Levine 

Richard@Mann@ Gail@Martin@ Andy@McMahon 

Craig@Mello Barbara@Meyer@ Roel@Nusse 

Christiane@Nuslein-Volhard Norbert@Perrimon 

Jim@Priess@ Elizabeth@Robertson@ Arnon@Rosenthal 

Janet@Rossant@ Gary@Ruvkun@ Trudi@Schupbach 

GeraldineヾeydouxBillヾkarnes Billヾmith 

Allan@Spradling@ Didier@Stainier@ Claudio@Stern 

Cliff@Tabin Will@Talbot@ John@Tamkun 

Marcゝessier-Lavigne Eric仝ieschaus 

International@Congress@on@Differentiation@and 
CellBiology(lCDCB2000) のお知らせ 

InternationalCongresson  団 fferentiation  and  CellBiology  (ICDCB2000) が今年の 9  月 2  4  - 

2  8  日にオーストラリア・ゴールドコーストにて 開催されます。 この学会は rnte,national 

S0ciety  0fDifferentiation,Inc.,lnternational C0ngress  on  CellBiot0gy 、 C0nference  ofthe 

lnternationalMolecularBiol0gy  Netw0rk 、 Conference  ofthe  Australian  and  New  Zealand  Society 

for  Celland  DevelopmentalBiology,lnc. の協同で行われるもので、 シンポジウムに #m 胞 ・ 発 

生生物の若名な 演者を多数交えて、 学会を開催することになっています。 発表演題の抄録 

投稿の締めきりは 本年 6 月 1 日になっています。 

International，ongress｛n．ifferentiation‖nd，ell。iology・ 

"CCl@and@DevCopment3@   Biology@-@the@Next@Milln Ⅰ     um" 

 
 

24-28@September@2000 

Gold@Cost ， Queensland ， AUSTRALIA 
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Abstract@closing@date:@June@1st ， 2000 

Combined@with@7th@International@Congress@ on@ Cell@Biology ， llth@Conference@of@the@International 

Society@ of@Differentiation ， 3rd@Conference@of@the@International@Molecular@Biology@Network ， and 

19th@Conference@of@the@Australian@New@Zealand@Society@for@Cell@and@Developmental@Biology   

Keynote@Speakers@and@TopicS     

  Sydney@Brenner ， The@Molecular@Biosciences@Institute ， Berkeley ， USA:@ "Paradigms@in 

molecular@and@cell@biology" 

@、ntony仝 ・ Burgess ， Ludwig！nstitute’or，ancerヽesearch ， Melbourne ， AUSTRALIA         The 

Role@of@the@EGF@receptor@in@neoplastic@cell@Uology" 

  Linda@Buck ， HHMI/Harvard@Medical@School ， Boston ， USA:@ "Olfactory@and@pheromone 

signalling     

  Pietro@De@Camilli ， HHMI/Yale@University@School@of@Medicine ， USA:@ "Molecules@of@vesicle 

formation     

  Scott@Emr ， University@ of@California@ San@ Diego@ School@ of@Medicine ， La@ Jolla ， USA     

"Phospholipid@control@of@membrane@traffic" 

  Peter；russ ， Max Planck！nstitute of。iophysic8   Chemistry ， Goettingen ， Germany: 

"Vertebrate@development" 

  John@Gurdon ， Wellcome@CRC@Institute ， Cambridge ， UK@     "Cell@signaling@in@vertebrate 

development" 

    Brigid@Hogan ， HHMI/Vanderbilt@Medical@School ， USA:@ "Branching@morphogenesis" 

@．avid、 ・ Jans ， Australian¨ationalゞniversity ， Canberra ， AUSTRALIA       。 Regulation｛f 

nuclear@protein@import" 

  Alan@Hall ， MRC ， University@College@London ， UK@     "GTPase@control@of@the@cytoskeleton" 

@ Ⅴ     shva．xit ， Genentech！nc ・ ， USA: "Cell［achinery｛f‖poptosis" 

  Graham@Warren ， Yale@University@School@ of@Medicine ， USA:@ "Organelle@origin@ and 

replication" 

@〆osef〆arden ， Wiezmann！nstitute｛fヾcience ， Rehovot ， Israel:     Tyrosine〔inases in 

signalling@and@development" 
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*@ For@further@conference@ and@ special@ airfare@ information@ and@registration ， please@ see@ the 

conference@web@ sit0@     httP//www ・ celldiff ， unsw ， edu ・ au ， or@send@your@registrati   n/enquires@to 

ICDCB2000@ Congress@ Secretariat@ (Fax:@ +613@ 9887@ 8773 ， e-mail     

cell@@conventionassociates@ ， corn ． au) 

*@The@conference@organizer@recommends@participants@to@arrange@the@travel@to@Australia@earlier@due 

to@the@forthcoming@olympic@Games@in@Sydney ・ 

Convenor:@Professor@Keith@Stanley ， e-mail:@k ・ stanley@cfi ・ unsw ， edu ・ au 

Co-convenoT@     Dr@Peter@French,@e-mail:@p ・ french@cfi ・ unsw ・ edu ・ au 

Conference@organiser@e-mail:@cel Ⅰ③ conventionassociates ， com ・ au 

岡崎国立共同研究機構統合 
バイオ サ イェンスセンター 教授公募のお 知らせ 

本 センターは，分子科学研究所，基礎生物学研究所及び 生理学研究所が 共同してバイオ 

サ イェン ス の最先端の基礎的研究を 展開することを 目的とする木機構の 共通研究施設で ， 

上記いずれかの 研究所と連携を 密にしつつ研究を 進めるものであ る。 

奉 公募では，生物の 発生・分化・ 再生のメカニズムを 分子レベルで 解明する研究者を 求 

める。 

募集 : 時系列生命現象研究領域 教授 2 名 

( 各教授は就任後，助手 1 名および非常勤研究員 1 名の採用が可能 ) 

公募締切 : 平成 12 年 6 月 30 日 ( 金 ) ( 必着 ) 

提出書類 : 1, 履歴書 ( 様式任意 ) 

2. 業績目録 ( 印刷中を含む ) 
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3. 現在までの研究の 概要 (1.500 字程度 ) 

4. 就任後の研究計画又は 研究の抱負 (1,000 字程度 ) 

5. 推薦 書 ( ない場合は照会可能な 方の所属・氏名・ 連絡先を 2 名まで ) 

6. 主要論文の別刷，プレプリント (10 編以内， 各 2 部 ) 

就任時期 : 決定後，できる 限り早期。 

問合せ先 : 基礎生物学研究所 教授 長漬 嘉孝 

電話 : 0564-55-7550 

送付売 : 〒 444-8585  愛知県岡崎市明大寺町 字 西郷 中 3 8 番地 

岡崎国立共同研究機構総務部人事課気付長漬 嘉 学教授 

電話 : 0564 一 55 一 7122 

米 「統合バイオ サィェ ンスセンター 教授応募書類在中」と 朱書きし簡易書留で 送付する 

ナ し と 。 

B@ffl  {J:http://www.orion.ac.jp/DoC/indexj.html 

@  7@:  {ihttp://www.nibb.ac.jp/index.html  @  @@MT@@@c 

Postdoctor8@   associ   te@poSti   n@avG     Ⅰ   b Ⅰ   

Cell@ biological@ and@ molecular@biological@ studies@ of@the@ role@ of@the@ mammalian@ sperm@ glycine 

receptor/C Ⅰ   channel@in@the@acrosome@reac Ⅰ     on,@ a@sperm@exocytotc@event@essenti@@   to@fertiization   

Applicants@should@have@strong@training@in@biochemical@and@molecular@biology@techniques   

Start@date@May ， June@ or@July@ 2000. 

Contact@Dr ， Stanley@Meizel ， Dept ・ of@Cell@Biology@and@Human@Anatomy ， University@of@California ， 

Davis,California,95616-8643   

    "         血 """ 亘ぬ 
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科学技術振興事業団平成 1 2 年度研究者募集のお 知らせ 

  

個人研究推進事業 ( さきがけ研究 2 1) 

募集対象 : 個人研究者 

募集研究分野・ 採用数 : 

材料系、 情報系、 機械システム 系、 生命・生物系分野で 計 6 0 名程度 

研究期間 : 平成 i 2 年 1 0 月頃 から 3 年間 

研究費 : 3 年間で 3 , 0 0 0 万一 4 , 0 0 0 万円程度 

若手研究者研究推進事業 

募集対象 : 3 7 オ 以下もしくは 博士号取得後 1 0 年 以内の若手研究者 

募集研究分野・ 採用数 : 情報化、 高齢化、 環境対応分野で 計 4 2 名程度 

研究期間 : 平成 1 2 年 1 0 月頃 から 3 年間 

研究費 : 3 年間で 7 , 0 0 0 万一 8 , 0 0 0 万円程度 

募集締切、 問い合せ先 ( 同事業共通 ) 

募集締切 : 平成 1 2 年 4 月 2 8 日 ( 金 ) ( 必着 ) 

問い合せ先 : 科学技術振興事業団個人研究推進室内野または 日江井 

〒 3 3 2 一 0 0 1 2 埼玉県川口市本町 4 一 1 一 8 

t e l ・ 0 4 8 - 2 2 6 - 5 6 4 1 

E-@Mail@presto@jst ， go ， jp 

℡ L  httD://www.Jst.eo よ Ⅳ 
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平成 13 年度特定同派遣研究者 
( ナポリ臨海実験所派遣特別枠 ) の募集について 

日本学術振興会では、 国際学術交流の 一環として、 イタリアのナポリ 臨海実験所への 平 

成 1 3 年度派遣研究者の 公募を行うことになりました。 

なお、 募集要項並びに 申請書様式については、 4 月上旬に日本学術振興会のホームペー 

ジ上に掲載し、 申請書等の様式をダウンロードできる よ う準備するとのことです。 発生学 

会事務局にも 募集要項がございますので、 お問い合わせください。 

(URLtihttp://www ， jsps ， go ， jp/j-announce/bilat/ex ， htm) 

植物科学基金 若手研究者海外学会出席助成 
( 平成 ] 2 年度 美 1 期 募集合 ) 募集のお知らせ 

海外渡航費補助のお 知らせ 

植物科学基金では 植物科学振興のため、 基金の運用の 一環として若手研究者海外学会 

出席助成を行っています。 植物科学分野の 学会出席であ れば、 木人の所属団体などにか 

かわらず応募できます。 

1. 援助の趣旨 

本 援助は植物科学基金運用の 一環として行 う もので、 植物科学に関連して 海外で開催 

される国際学会・ 国際シンポジウムに 参加する若手研究者を 対象として渡航費の 補助を 

行い、 もって若手研究者間の 国際交流及び 植物科学研究の 発展を図るものとします。 

2. 有資格者 

大学院生、 研究生、 ポストドクトラルフェロ 一など常勤の 職に就いていない 若手研究 

者とします。 

3. 本年度 ( 第 2 期 ) の援助対象及び 金額 

平成 1 2 年 7 月 1 日から平成 i 2 年 1 2 月 3 1 日までに国外で 開催される学会、 国際 
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学会、 国際シンポジウムでの 発表を行うために 必要な費用のうち、 渡航に関する 費用の 

一部を補助します。 1 件あ たり 1 0 万円以下で総額 1 0 0 万円以内の予定です。 

4. 申込手続き 

所定の用紙を 事務局に用意してあ ります。 必要事項を記入し、 植物科学基金事務局     

( 社 ) 日本植物学会内 ( 〒 113-0033 文京区本郷 2-2 7-2  束 真 ビル ) 宛お 送りください。 

5. 申込期限 

平成 1 2 年 4 月 3 0 日まで。 

6. 選考方法 

植物科学基金運営委員会に よ り選考・決定されます。 現在の運営委員会委員は 秋田重 

訳、 今市涼子、 柴岡私邸 ( 委員長 ) 、 束江 昭夫、 矢 原徹一 、 m 根入相、 和田正姉の 7 名 

です。 

7, 選考結果の通知 

申請者死に通知します。 

8. 補助金の交付 

助成候補者に 対し、 交付申請書を 提出していただいた 後、 出発の 1 ケ 月前までに指定 

口座に振り込みます。 ただし、 申請のあ った学会出席について、 科研 費 、 財団助成金等 

の他の補助金から 旅費を支出する 場合には、 本 助成金を重複して 受領することはできま 

せん。 
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第 12 回 (2000 年度 ) 加藤記念海外派遣助成募集のお 知らせ 

第 1 2 回加藤記念海外派遣助成募集要項 

1. 助成対象者 : 平成 1 2 年 4 月 1 日から平成 1 3 年 3 月 3 1 日の期間に海外で 開催さ 

れるバイオサィ ェ ンス分野の学会、 シンポジウム 等で研究発表を 行 3 日本国内在住 

の 研究者。 

2. 申込資格 : 応募締切目 に 3 5 オ 以下の方 (m 学 系の大学卒業者は 3 7 オ 以下の方 ) 。 

3. 助成内容 : 所要経費の一部を 援助する。 

4. 助成金額 : 総額 7 50 万円。 (U 件 1 0 一 3 0 万円。 開催地により 異なる。 ) 

5. 助成件数 : 3 0 件 程度 ( 前期 ; 2 0 件 程度、 後期 ; 1 0 件程度 ) 。 

    応募方法 : 当 財団所定の申請用紙に 必要事項を記入の 上、 当財団に直接申し 込む。 

7. 応募締切 : 1 前期 ; 4/1 一 9/3 0 の期間に発表される 方は 、 

平成 1 2 年 5 月 3 1 日。 

2 後期 ; 1 Q/1 一 翌年 3/3 1 の期間に発表される 方は、 

平成 1 2 年 8 月 3 1 日。 

8. 審査方法 : 当 財団の選考委員に よ る審査の上、 評議員会議長および 理事長の承認を 

得て決定。 

9. 申請書の請求先 : 下記あ て「はがき」または「ファクシミリ」にてご 請求ください。 

10 ・助成を受けられた 方は A41 枚程度の報告書を 提出してください。 「財団年報」に 掲載 

する場合があ ります ( 後日、 用紙をお送りします ) 

連絡先 : ( 財 ) 加藤記念バイオサイエンス 研究振興財団 

住所 : 〒 194-8533 束京都町田市旭町 3-6-6 

電話 : 042-725-2576 

FAX  : 042-722-8614 

担当 峨浦 智佳子 
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公益信託 成茂 動物科学振興基金平成 16 年度研究助成募集 
のお知らせ 

1. 助成の対象 

基礎的な動物科学の 研究。 

2. 助成の内容 

上記研究に対し、 助成金を交付する。 助成金額 : 約 3 0 0 万円 

i 件に尽き 1 0 0 万円以下とする。 

助成金は、 備品、 消耗品、 謝礼、 国内旅費などのほか、 国外旅費にも 使用することが 

できる。 

3. 応募の方法 

所定の研究助成申請用紙に 必要事項を記入して、 下記事務局に 直接申し込む。 

申込 メ切 : 平成 1 2 年 7 月 1 9 日 ( 水 ) 必着。 

申請用紙は、 返信用封筒 (A4 版 ) を同封の上、 下記 宛 請求する。 

公益信託 成茂 動物科学振興基金事務局 

〒 100-8212  東京都千代田区永田町 2-11-1 

三菱信託銀行本店営業部 

公益信託推進室 担当 小林 
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平成 12 年度東レ科学技術賞および 
東レ科学技術研究助成募集のお 知らせ 

1. 東レ科学技術賞 ( 概要 ) 

1 、 候補者の対象………下記に 該当するもの 

(1) 学術上の業績が 顕著なもの 

(2) 学術上重要な 発見をしたもの 

(3) 重要な発明をして、 その効果が大きいもの 

(4) 技術上重要な 問題を解決して、 技術の進歩に 大きく貢献し 

たもの 2 科学技術賞 2 件前後。 1 件につき、 賞状、 金メダルおよび 賞金 5 0 0 万円 

3 、 候補者推薦件数             1 字協会から 2 件以内 

4 、 推薦締切期日‥               平成 1 2 年 9 月 1 0 日 ( 火 ) 

発生生物学会事務局必着 ( 財団締切りの 1 ケ 月前 ) 

D. 東レ科学技術研究助成 ( 概要 ) 

1 、 候補者の対称                   国内の研究機関において 基礎的な研究に 従事し、 今後の研究の 成 

果が科学技術の 進歩、 発展に貢献するところが 大きいと考えられ 

る独創的、 萌芽的研究を 活発に行っている 若手研究者 

2 、 研究助成金                         総額 1 億 3 千万円。 1 件 3 千万円程度まで 1 0 件程度。 

3 、 候補者推薦件数…… 1 字協会から 2 件以内 

4 、 推薦締切期日                   平成 1 2 年 9 月 1 0 日 ( 火 ) 発生生物学会事務局必着 ( 財団締切りの 

1 ケ 月前 ) 

* 各推薦 善 用紙は、 ホームページからもダウンロードできます。 

( 平成 1 2 年 7 月 1 日以降から 可 ) 

URL@:@http://www 、 toray ， co ・ jp/kagaku ・ html 
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財団法人 ツ バルティス科学振興財団平成 12 年度 (2000 年度 ) 
第 14 回 研究集会助成募集のお 知らせ 

1. 助成対象研究集会 

生物・生命科学およびそれに 関連する化学の 領域において、 わが国で開催される 研究集 

会 に対し、 運営経費の一部を 助成する。 研究集会はかなりの 数の国外からの 参加者を含 

む国際性豊かな 集会でなければならない。 ただし、 参加者が 1, 0 00 名を越すような 

大規模な研究集会、 2 国間の研究集会または 国内の学会および 機関の主催する 集会は原 

別 として助成の 対象としない。 また、 平成 1 2 年 9 月以降に開催される 研究集会であ る 

ことが望ましい。 

2. 助成金額 

助成金は 1 件 5 0 万円とし、 約 1 0 件の助成を行う。 

  

  

3. 推薦件数 

1 推薦者から 1 件に限る。 

4. 推薦 書 

発生生物学会事務局にございますので、 お問い合わせください。 

5. 推薦受付期間 

平成 1 2 年 (2 0 0 0 年 ) 5 月 2 9 日までに発生生物学会事務局必着 ( 財団締切の 1 ケ 

月前 凡 

法
 
方
 
考
 
選
 

6
 

 
 

候補集会の推薦を 6 月末にて締切った 後、 ただちに選考委員会において 選考 し 、 理事長、 

副理事長、 評議委員会議長の 合議により決定する。 

  

 
 7. 採否の通知 

選考終了後、 直ちに推薦者、 被推薦者の双方に 採否を通知する。 
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8. 助成金の交付 

研究集会の開催時期の 遅くとも 1 ケ 月前までに研究集会の 申請者に送呈する。 

9. 助成金の使途 

会場使用料、 外国人講演者の 招牌費用、 抄録集の印刷費など 研究集会の開催に 直接必要 

な 経費に限る。 飲食費などに 使用してはならない。 助成金は推薦書記載の 通りに使用す 

ることを原則とする。 万一使途を変更する 場合には、 あ らかじめ 当 財団理事長の 承認を 

求めること。 

1 0 ． 成果の報告 

研究集会の成果を 集会開催後 2 ケ月 以内に当財団に 報告するものとする。 報告書作成 方 

法 等については、 集会開催後に 当財団事務局より 連絡する。 研究集会のプロシーディン 

グ を刊行する場合には、 財団法人 ツ バルティス科学振興財団 ( 英文の場合には Novartis 

Foundation  (Japan)forthePromotion  ofScience)  から助成を受けた 旨を明記すること。 

お問い合わせ 先 

〒 665-8666  宝塚市美幸町 10-66 

財団法人 ツ バルティス科学振興財団 

@ ， JS@ :@0797-74-2460 

FAX@ :@ 0797-74-2409 
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第 17 回 ( 平成 12 年度 ) 井上学術賞 受賞候補者推薦要項 

財団法人 井上科学振興財団 

1. 候補者の対象 

自然科学の基礎的研究で 特に顕著な業績をあ げた研究者。 

ただし、 年齢が平成 1 2 年 9 月 2 0 日現在で 50 歳 未満の研究者に 限ります。 

2. 学術賞 

本貫 :  賞状及び金メダル 副賞     2 0 0 万円 

授賞件数は 5 件以内とします。 

( 注 ) 受賞者は原則として 1 件にっき 1 人とします。 特に複数であ ることを必要とする 

ときは、 それらの研究者の 寄与が同等であ ることを示してください。 ただし、 この場合 

においても 1 件 として取扱います。 

3. 推薦件数 

各推薦学会または 各推薦者から、 原則としてそれぞれ 1 件 とします。 

4. 締切期日 

平成 1 2 年 8 月 2 1 日 ( 月 ) 発生生物学会事務局必着 ( 財団締切りの 1 ケ 月前 ) 

5.  選考 

当 財団の選考委員会において 選考 し 、 理事会において 決定します。 

選考の結果は、 平成 1 2 年 1 2 月中旬に推薦者に 通知します。 

6, 学術賞の贈呈 

平成 1 3 年 2 月 2 日 ( 金 ) の予定 

7. 連絡先 

財団法人 井上科学振興財団 

〒 150-0033 東京都渋谷区猿楽町 1  1 香 2  0 号 

電話 : 03-3477-2738  fax  : 03-3477-2747 

 
 

 
 
 
  
 

 
 



  

第 17 回 ( 平成 12 年度 ) 井上研究奨励賞 受賞候補者推薦要項 

財団法人 井上科学振興財団 

1, 推薦の対象 

平成 9 年 4 月 1 日 一 1 2 年 3 月 3 1 日 ( 平成 9 年度一 1 1 年度 ) の過去 3 年間に 、 理 

学 ・工学・医学・ 薬学，農学等の 分野で博士の 学位を取得した 3 5 歳未満 ( 平成 1 2 年 

9 月 2 0 日現在。 ただし、 医学、 歯学、 又は獣医学の 学位取得者については 3 7 歳未満。 ) 

の 研究者で、 自然科学の基礎的研究において 新しい領域を 開拓する可能性のあ る優れた 

博士論文を提出した 研究者。 

2. 授賞件数及び 研究奨励金 

授賞予定件数は 3 0 件。 

受賞者には、 賞状及び 1 件 あ たり 5 0 万円の井上研究奨励金を 贈呈します。 

3. 推薦者 

原則として、       " 士 込   め       " を   ヒ 済した石         とします。 

4. 提出手続 

(1) 推薦者は、 所定の推薦 善 用紙に必要事項を 記入し、             が土の "   立を又但し 亜   'w" 。   ' 。   

(2) (1) にょり推薦害の 提出を受けた 学長は、 当 財団から学長に 当てた推薦依頼書に 

示された推薦件数枠の 範囲内で推薦 書 をとりまとめの 上、 学長名の文書を 添えて、 

所定の提出書類とともに 当 財団 へ 一括して提出願います。 

5. 提出書類 

(1) 推薦書本文 (4 ぺージ。 所定の書式による ) 。 1 部 

(2)  同上 写し は 2 ュロ - 
(3) 博士論文の概要 2  吾に 

( 形式自由。 A4 版で 1-2 ぺージ。 冒頭に、 卦 預 と を記入してください。 ) 

( 「推薦 書 」 (4 ぺージ ) とは別です。 ご注意ください。 ) 

(4)  博士論文 ( 審査終了後、 返却します。 ) 2 音 は 
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6. 締切期日 

平成 1 2 年 9 月 2 0 日 ( 水 ) 

7. 選考 

当 財団の選考委員会において 選考 し 、 理事会において 決定します。 

( 選考結果は、 1 2 月中旬に推薦大学の 学長に通知します。 ) 
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9. 推薦菩提出先及び 連絡先 

財団法人 井上科学振興財団 
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第 5 回井上フェロ ー ( 平成 13 年度 ) の採用許可を 
希望する研究者募集要項 

財団法人 井上科学振興財団 

趣旨 : 基礎科学分野の 新しい開拓的発展を 目指す 4 5 歳未満の優秀な 研究者が自身の 研究 

計画の推進に 有力な協力が 得られると考える 若手研究者を 自分で選定し、 井上フェ 

ロ ー として採用して 当該研究計画に 参加させるための 助成です。 

応募資格 : 

(1) 国 公私立大学の 原則として大学院博士課程の 教員、 並びに大学共同利用機関に 所属 

する常勤の研究者。 

(2) 4 5 歳未満 ( 締切目現在 ) であ ること。 

  
  採用予定数 : 1 0 名   
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採択された研究者 ( 研究計画担当者 ) が実施する研究計画に 参加する井上フ 

ェロ ー はそれぞれ 1 名とし、 次の条件で採用します。 

井上フェロ ー : 

(1) 対象 平成 1 3 年 4 月 1 日現在で 3 5 歳未満の博士号取得者。 外国人も可。 

(2) 選定 採択研究者 ( 研究計画担当者 ) がフェロ ー 候補者を選定し、 井上科学振興財 

団 が井上フェロ ー として採用します。 

但し、 フェロ ー 候補者の選定に 当たっては、 研究計画担当者の 出身又は現在所属の 

「大学院選考」の 出身者、 在籍者又は所属教職員以外から 選定していただきます。 

(3) 採用 フエロ一の採用開始は、 平成 1 3 年 4 月 1 日から 1 年以内の間とし、 採用期 

間は、 採用開始後 2 年間です。 

(4) 支給経費 井上フェロ一には、 採用期間中、 次の額を支給します。 

研究奨励金又は 滞在費 : 月額 3 5 万円 

ほかに往復国際航空運賃等を 必要に応じて 支給。 

申請手続 : 当 財団に申請用紙を 請求の上、 所定事項を記入して、 申請者から 当 財団に提出 

してください。 

提出書類 : 井上フェロ ー 採用許可希望申請書・ ， ‥・正本 1 部・写し 2 部 ( 計 3 部 ) 

受付期間 : 平成 1 2 年 6 月 1 日 一 9 月 2 0 日 ( 当日消印有効 ) 

選 考 : 当 財団の選考委員会において 選考 し 、 理事会において 決定します。 

結果は平成 1 2 年 1 2 月下旬に申請者に 通知します。 

申請用紙 : 申請用紙の請求は、 「井上フエロー 申請用紙請求」の 旨 、 及び受取人の 郵便あ 

て先を明記して、 当 財団に郵便 WX は FAX) で 9 月 1 0 日までに行ってください。 

資料請求・問い 合わせ先 : 

財団法人 井上科学振興財団 

〒 150-0033 束京都渋谷区猿楽町 1  1 番 2  0 号 

電話 : 03-3477-2738  fax  : 03-3477-2747 
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第 4 回 ( 平成 12 年度 ) 久保克 吾 記念賞受賞候補者推薦要項 

1 、 趣 旨 久保亮吉博士の 物理学における 偉大な業績を 記念し、 わが国の学術振興に 

資することを 目的として、 故 久保亮吉博士及び 同夫人から寄せられた 寄 

付金によって 久保 克吾 記念賞贈呈の 事業を実施します。 

2 、 授賞対象 日本の統計物理学・ 物性科学における 波及効果の大きい 基礎的研究で 優れ 

た業績をあ げた 4 5 オ 未満 ( 平成 1 2 年 6 月 3 0 日現在 ) の若手研究者。 

3 、 賞の内容授賞は 毎年 1 件とし、 受賞者には、 賞状、 メダル及び賞金 1 0(U 万円を贈 

呈します。 

4 、 推薦件数 各推薦者からそれぞれ 1 件とします。 

5 、 締切期日 平成 1 2 年 5 月 3 0 日 ( 火 ) 発生生物学会事務局必着 ( 財団締切りの 1 ケ月 

亙， ) 

6 、 選 考 当 財団の久保 克吾 記念賞事業運営委員会において 審査、 選考します。 

7 、 決 定 木年 9 月上旬の予定です。 選考結果は直ちに 関係者に通知します。 

8 、 賞の贈呈 平成 1 2 年 9 月下旬又は 1 0 月上旬に東京都内で 行 う 予定です。 

 
 

9  、 連絡先 財団法人 井上科学振興財団 

150-0033  東京都渋谷区猿楽町 11-20 

TEL  03-3477-2738 

FAX@ 03-3477-2747 
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東レ科学技術研究助成に 関する審査結果 

東レ科学振興会 よ り第 4 0 回 ( 平成 1 1 年度 ) 東レ科学技術研究助成に 発生生物学会か 

らの推薦の内、 以下の方々の 採用の報告があ りました ( 敬称略 ) 。 

京都大学ウイルス 研究所教授 上村 匡 

国立遺伝学研究所教授 武田 洋幸 

日産学術研究助成に 関する審査結果 

日産科学振興財団 よ り第 2 6 回 ( 平成 1 M 年度 ) 日産学術研究助成に 発生生物学会から 

の 推薦の内、 以下の方々の 採用の報告があ りました ( 敬称略 ) 。 

国立遺伝学研究所教授 武田 洋幸 

東北大学大学院理学研究科助教授 田村 宏治 
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く 新人会員 ノ 

( 氏名 ) ( 所属 ) 

矢野総一郎 理化学研究所脳科学研 

究推進部 

磯貝恵理子 千葉県がんセンタ 一生 

化学研究部 

佐藤 光男 協和発酵工業㈱ 東京研 

究所 

桜井 敬之 

jll 山奇 一良 ド 

古賀 正明 

磯野 協一 

㈲杉山大介 

㈲栂井瑞子 

㈲ 林 香織 

㈲水野智 亮 

市川 明 

豊島 邦昭 

原田 英 光 

豊野 孝 

澤 進一郎 

東海大学総合医学研究 

所分子医学医療研究セ 

ンタ一分子発生科学部 

弓 卜 

国立遺伝学研究所生物 

遺伝資源情報研究室 

福岡大学理学部地球 圏 

科学科 

千葉大学大学院医学研 

究科 

東京大学医科学研究所 癌 

病態学研究部 

愛媛大学理工学研究科 

環境科学専攻分子生態 

学講座生物系発生学研 

究 重 

九州大学大学院生物資 

源環境科学研究科遺伝 

子資源工学専攻 

名古屋大学大学院理学 

研究科生命理学専攻 

国立医薬品食品衛生研 

究所 療 品部 

九州歯科大学口腔解剖 

学第二講座 

九州大学口腔解剖学第 
二講座 

九州歯科大学口腔解剖 

学第二講座 

東京都立大学大学院理 

目見 異 動 

( 住所 ) ( ①テーマ、 ②材料 ) 

〒 351-0198 

和光市広沢 2-1 

〒 260-8717 ①発生を制御する 分子メカニズム 

干葉市中央区住戸 名 m@666-2  ②細胞、 マウス 

〒 194-8533 ①マウスの発生と 染色体工学の 応 、 

町田市旭 W3-6-6 用 

②マウス、 ES 細胞 

〒 259-1193 ①マウス初期 胚 発生機構 

伊勢原市聖皇 台 ②マウス、 Mus  musculus 

〒 411-8540 

三島市谷田 1111 

〒 814-0180 

福岡市城南区 セ隈 8-19-1 

〒 260-8670 

千葉市中央区 亥鼻 1-8-1 

〒 108-8639 

港区白金台 4-6-1 

〒 790-8577 

松山市文京 町 2-5 

〒 812-8581 

福岡市東区箱 崎 6-10-] 

〒 464-8602 

名古屋市千種区不老町 

〒 158-8501 

世田谷区上用賀 1-18-1 

〒 803-8580 

北九州市小倉北 E 真鶴 2-6-1 

〒 803-8580 

北九州市小倉北区真鶴 2-6-1 

〒 803-8580 

北九州市小倉北区真鶴 2-6-1 

〒 192-0397 

①生殖系列の 発生の機構 

② 線虫 c.elegans 

①頭 屋 袖形成機構 

②アフリカツメガエル 

①転写制御因子 

②マウス 

①造血発生 

① キ ョク 反 動物の初期発生 

② バ フンウニ、 イトマキヒトデ 

② X 。 nopus 

①ショウジョウバエ 非筋 ミオシンⅡ 

② キ イロショウジョウバエ 

①再生医学 

② ヒト 、 マウス、 ラット 

①味蕾の発生、 分化、 再生 

②カエル、 ラット、 ウサギ 

①歯の発生 

②マウス、 ラット 

①味覚情報伝達 

②ラット 

①植物分子発生学 
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学 研究科生物科学専攻 

豊田 雅 士 ㈱三菱化学生命科学研 

究所 

笹 村 別同 国立遺伝学研究所堀田 

研究室 

川上 浩一 東京大学医科学研究所 

関本 朝大 熊本大学医学部遺伝 発 

生 医学研究施設発生遺 

伝部門 

梶原 一人 理化学研究所脳科学 総 

合 研究センター 神経 再 

生研究チーム 

冨田 庄一 京都大学ウイルス 研究 

前 月 

大城 朝一 東北大学加齢医学研究 

所 

上田 貴女 国立西埼玉中央病院 

小林 大介 岡崎国立共同研究機構 

基礎生物学研究所 

田中 実 岡崎国立共同研究機構 

基礎生物学研究所生殖 

部門 

㈲ 森 由紀子 東京都立大学大学院理 

学研究科生物科学専攻 

㈱武田 忍 、 九州歯科大学口腔解剖 

学第二講座 

㈱坂口晃司 熊本大学大学院自然科 

学研究科 

㈲相原 仁 東京工業大学大学院生 

命理工学研究科生命， l 青 

報 専攻 

㈲菅原文昭 岡山大学理学部生物学 

八王子市南大沢 1-1 

〒 194-8511 

町田市南大谷 nl 

〒 411-8540 

三島市谷田 mll1 

〒 108-8639 

港区白金台 4-6-1 

〒 862-0976 

熊本市九品寺 4-24-1 

〒 351-0198 

和光市広沢 2-1 

〒 606-8507 

京都市左京区聖護院 川 @ 町 54 

〒 980-8575 

仙台市青葉区 星 綾町 4-1 

〒 359-1151 

所沢市若狭 2-1671 

〒 444-8585 

岡崎市明大寺町 字 西郷 中 38 

〒 444-8585 

岡崎市明大寺町 字 西郷 中 38 

〒 192-0397 

八王子市南大沢 1-1 

②シロイズナズナ 

Arabidopsis@thaliana 

①マウス形態形成 

②マウス、 培養細胞 

①神経発生 

② キ イロショウジョウバエ 

①パターン形成、 インサーショ 

ナルミュー タ ジェネシス 

②ゼブラフィッシュ 

①発生遺伝学 

①神経発生・ 神経幹細胞 

②マウス 胚 、 

イモリ (Cyhops py 血 hogaster) 

①神経発生 

②マウス 

①神経の初期発生 

② キ イロショウジョウバエ 

①細胞周期の 制御 

②培養細胞等 

①性分 ィヒ ・発生、 生殖腺 

②メダカ (Ory 力 aS latipes) 

①生殖腺形成 

②メダカ 

@Arabidopsis@ thaliana 

〒 803-8580 ①味蕾の発生と 再生 

北九州市小倉北区真鶴 2-6-1  ②ラット、 ウサギ等の舌 

〒 860-8555 ①初期発生における 中胚葉組織 

熊本市黒髪 2-39-1 の形成と分化 

②アカハライモリ 

(Cyhopspyrrhogaster) 

〒 226-8501 ① 胚 発生過程におけるクロマ チ 

横浜市緑区長津田町 4259 ン 構造の制御機構 

②アフリカツメガエル 

〒 700-8530 ①脊椎動物の 進化 
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神 

㈲信定幅明 岡山大学理学部生物学 

科 

( 字 @ 岡 由美子 静岡大学大学院理工学 

研究科生物地球環境科 

学専攻 

( 引 @ 貫金美子 東京都立大学大学院理 

学研究科生物科学専攻 

㈲松田佳 昌 東京都立大学大学院理 

学研究科生物科学専攻 

㈲池上陽子 奈良女子大学大学院人 

間文化研究科生物科学 

専攻 

㈱大島祐介 京都大学再生医科学研 

究所生体分子設計分野 

㈲三宅 昆     三 東海大学海洋学部水産 

学科水産資源開発課程 

中世研究室 

㈲後藤 暁 横浜市立大学総合理学 

研究科システム 機能科 

学専攻 

㈲宮崎 ネ谷 同 大阪大学大学院理学研 

先料生物科学専攻 

㈲鈴木亜矢 信州大学工学系研究科 

地球生物圏科学 

㈲明知美詩稿 北里大学理学部生物科 

学科生物情報科学 

㈲石野智子 東京大学大学院薬学系 

研究科発生細胞化学教室 

㈲岩波 将輝 国立遺伝学研究所発生 

遺伝研究部門 

㈲西岡武史 徳島大学総合科学部首 

然 システム学科生命科 

学 大講座 

㈲川上弥生 岡山大学理学部生物学 

岡山市津島中 3-1-1 

〒 700-8530 

岡山市津島中 3-1-1 

〒 422-8.529 

静岡市大谷 836 

〒 192-0397 

八王子市南大沢 1-1 

〒 192-0397 

八王子市南大沢 1-1 

〒 630-8506 

奈良市北魚屋東町 

〒 606-8507 

京都市左京区聖護院 川 @ 町 53 
〒 424-8610 

清水市折戸 S-20-1 

〒 236-0027 

横浜市金沢区瀬戸 22-2 

〒 560-0043 

豊中市待兼山町 1-16 

共通教育自然科学棟生物 

〒 390-8621 

松本市旭 3-1-1 

〒 228-8555 

相模原市北里 1-15-1 

〒 113-0033 

文京区本郷 7-3-1 

〒 411-8540 

三島市谷田 1111 

〒 770-8502 

徳島市南 常 三島町 1-1 

〒 700-8530 

②カワヤツメ Lanpe 比 a Japonica 

①無顎類から 額ロ類での口及び 

口 周辺の進化 

②ニワトリ、 アフリカツメガエ 

ル、 ゼブラフィッシュ、 ヤツ 

メウナギ 

①始原生殖細胞のテラト 一％形 

成機構 

②マウス 

①ニワトリ消化管の 形態形成に 

関する解析 

①ニワトリ消化管における 形態 

形成機構の解析 

①成体イモリの 網膜再生 

②アカハライモリ 

①血管新生と 制御 

②マウス、 ニワトリ 

① ES 細胞の培養 

②シロウ オ 

①分子発生学、 分子生物学 

②マウス 

①器官形成 

②マウス 

①性分化、 形態形成 

②メダカ 

① MAP キナーゼカスケード 

②マウス 

①器官再生 

②アフリカツメガエル 

①神経発生・ 神経回路網形成 

②ショウジョウバエ 

①皮膚模様形成の 発生学的解析 

②ゼブラフイッシ ユ 

① 頭 腔の発生と進化 
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科 進化発生研究室 岡 m 両津島中 3-1-1 

㈱上野秀一 九州大学大学院理学研 〒 812-8581 

先料生物科学専攻発生 福岡市東区箱 崎 6-10-1 

生物 

( 字 ) 万、 谷 文也 北海道大学大学院理学 〒 060-0810 

②ニホンヤモリ、 ニワトリ 

①初期発生 

②アフリカツメガエル 

①生殖細胞 

研究科生物科学専攻 

㈲長瀬 敬 東京大学大学院医学系 

研究科外科学専攻 

㈲三好 理 東京大学大学院総合文 

化研究科生命環境科学 

系 浅島 研究室 

㈲斎藤由美 姫路工業大学理学部生 

命科学科細胞制御草 1 

講座 

㈱田所 優子 大阪大学微生物柄研究 

所感染動物実験施設動 

物実験学部門 

( 安 @ ， 鉗 推知子奈良女子大学大学院人 

間文化研究科生物科学 

専攻個体構造 学 分野 M 

  

㈲ 畠 m  淳 京都大学ウイルス 研究 

所増殖制御宇分野 

㈲中山 見絵 京都大学大学院理学研 

先料動物学教室分子祭 

生生物学研究室 

㈲福永陽二 福 m 大学工学研究科 生 

  金工学専攻 

( 字 @ 々  木 ；爪子お茶の 水女子大学人間 

文化研究科千葉研究室 

( 字 @ 尾 まい 子 お茶の水女子大学人間 

文化研究科ライフサイ 

エンス専攻 

札幌市北区北 10 条 西 8 丁目 

〒 113-0033 

文京区本郷 7-3-1 

〒 153-8902 

目黒区駒場 3-8-1 

15 号館 314 

〒 678-1297 

兵庫県赤穂郡上郡町九部 

3-2-1 

〒 565-0871 

吹田市 m  円 丘 3-1 

〒 630-8506 

奈良市北魚屋西町 

〒 606-8507 

京都市左京区聖護院川原町 53 

〒 606-8502 

京都市左京区北白川追分町 

〒 729-0292 

福山市東村 W 字 三蔵 985-1 

〒 112-8610 

文京区大塚 2-1-1 

〒 112-8610 

文京区大塚 2-1-1 

②アカガエル、 メダカ 

①頭蓋顎顔面の 発生 

②ラット、 マウス 

①アクチビン 受容体の局在 

②アフリカツメガエル 

①プラナリアの 幹糸 m 胞 システム 

②プラナリア 

①生殖幹細胞の 培養 

②未分化精原細胞 

①ニワトリ 胚眼 胸背 旗 杣形成 

②ニワトリ 

①神経発生・ボディープラン 

②マウス 

①ホヤ類幼生の 変態 

② カタユウ レイホヤ 

ひ ona  intestmnalis 

① H  S  P  g0 遺伝子の発現制御領 

域の解析 

②根生 Caenorhabdltls  e@egans 

①ヒトデ即成熟後のアポト 一シ 

ス 

②イトマキヒトデ 

(Asterina  Pectinifera) 

①イトマキヒトデ 卵 発生過程に 

おける ユビ キチンの可視化 

②イトマキヒトデ 

(Asterina Pectinifera) 
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く 会員資格変更 ノ 

学生 づ 正会員 

小池 亭 817@Hickman@Rd ，， Apt ， A-12 ， Augusta ， GA@30904 ， U ， S ・ A 

川崎 龍彦 国立遺伝学研究所脳機能研究部門 〒 411-8540  三島市谷田 1111 

位 土 隆雄 Aht.fuerEntwicCkluungsbiologie,lnstitutfuerBio@ogiel,AIbertLudwigsUnibersitaetFreiburg 

Hauptstr ， l,．-79104：reiburg,；ermany 

国内づ海外 

@T@@ ， @?A@ Dr ． Mchael@Brand ・ s@Lab ・ ， Dept ， Neurobiol ・ <@Univ ・ Heidelberg 

lmNeuenh ㎡ mcrFc@d364,D-69120Heidelberg,Germany 

小池 亭 817@Hickman@Rd ，， Apt ， A-12 ， Augusta ， GA@30904 ， U ， S ・ A 

石井 泰雄 Div@0n 0f Gene 廿 cS,Queen.sMed.Ctr.,Univ.0fN0ttingham No 田 nghamNG7 2Uh,U.K   

    E@@ Fl@@ Abt ， fuer@Entwicklungsbiologie ， Institut@fuer@Biologiel ， Albert@Ludwigs@Unibersitaet@Freiburg 

Hauptstr ・ l ， D-79104@Freiburg ， Germany 

海外 + 国内 

田村 宏治 東北大学大学院理学研究科生物学教室 〒 980-8578  仙台市青葉区荒巻青葉 

古野 伸明 光ナⅡ大学大学院理学研究科生物科学専攻情報生物学〒 812-8581 福岡市東区箱 崎 6-10-1 

水井小百合 東北大学大学院理学研究科生物学教室 〒 980-8578 仙台市青葉区荒巻青葉 

く 住所変更 ノ 

伊藤 一男 大阪大学大学院理学研究科生物科学専攻 〒 560-0043  豊中市待兼 m  町 1-16 

中西 康夫 大阪大学大学院理学研究科生物科学専攻 〒 560-0043  豊中市待兼 m  町 1-16 

m 水 大輔 早稲田大学人間科学部遺伝学研究室 〒 359-1192  所沢市姉ケ島 2-579-15 

前田ミネ 子 大阪大学大学院理学研究科生物科学専攻 〒 560-0043  豊中市待兼山町 1-16 

久保田幸彦 大阪大学大学院理学研究科生物科学専攻 〒 560-0043  豊中市待兼 m  町 1-16 

平田 昌 大阪大学大学院理学研究科生物科学専攻 〒 560-0043  豊中市待兼山 W1-16 

大崎加奈 枝 国立精神・神経センター 神経研究所診断研究部 〒 187-8502  小平市小川東町 4-1-1 

尾池 雄一 熊本大学医学部遺伝発生医学研究施設分化制御部門〒 860-0811 熊本市本荘 2-2-1 

難波 大輔 大阪大学大学院理学研究科生物科学専攻 〒 560-0043  豊中市待兼山町 1-16 

森川 和憲 大阪大学大学院理学研究科生物科学専攻 〒 560-0043  豊中市待兼 m  町 1-16 

宮田 卓樹 理化学研究所脳科学総合研究センター 細胞培養 〒 351-0198 和光市広沢 2-1 
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永井 健治 理学研究所脳科学総合研究センター 細胞機能探索技術開発チーム 

〒 3.51-0198  和光市広沢 2-1 

原 健二 東京学芸大学教育学部生物学科 〒 184-8501 小金井市貫井北町 4-1-1 

く 退会 ノ 

大 野 久良夫 山 口 武 雄 土 門 正 治 島 田 和 典 泉 進 

細 谷 昌 樹 日下部 員 一 豊 原 治 彦 市 原 日 日 井 上 佳 子 

土 井 一 明 白 井 章 雄 大 役 正 司 田 中 公 子 藤 村 美由紀 

DARRAS  Sebastien  山 崎 由起子 北 出 幸 応 山序 特 定 横 m 成 俊 

稲 津 裕 司 櫻 井 道 場 川 崎 正 員 伊 藤 今日子 室 谷 進 

川 上 泉 水 野 三木朗 山 口 隆 男 辛 幸 田 ィ 圭一月 ド 網 代 廣 三 

堀 麻 布 竹林 一 鈴木公子 阿 部 幸一郎 大 高 嘉 彦 岩 崎 隆 宏 

斎 藤 友 昭 上 田 こずえ 広 瀬 大 也 

( 賛助会員 コ 
生命 誌 研究 舘 〒 5f69  高槻市 紫町 1 一 1 

-1125  T  E  L  0726 一 81 一 9750 

先端テクノロジーをサポートする 日東テクノ ス ㈱ 〒 m13  文京区本郷 2 一 17 一 8 鈴木ビル 

-0033  T  E  L  03 円 81 ト 2066 

三菱化学生命科学研究所 〒 194  町田市南大谷 11 号 

-8511  T  E  L  0427 リ 4%226 

㈲ 共進 理工㍑ m 胞 分別 " ナイロンメッシュ 〒 113  文京区本郷 5 一 13 一 1 ドエル本郷 205 

-0033  T  E  L  0 ㌻ 381 ト 1073 

  36 一 





広告掲載のお 願い 

日本発生生物学会は 理学，医学，薬学，農学をはじめ 分子生物学，細胞生物学，遺伝学など ， さ 

まざまな生物学分野で 発生生物学の 基礎研究に興味を 持つ内外の研究者によって 組織されている 学 

@ であ り，国内外に 約 1,300 人の会員を持っております。 

英文学術雑誌 Development, G,owth and Differentiation は，日本発生生物学会の 機関誌で年 6 

回発行し国内に 約 1,200 部，国外に約 600 部配布致しております。 また会員にはインフォメーシ 

ョン・サーキュラーを 年 3 回配布致しております。 

目下，本学会では 広告主を募っております。 会員各位におかれましても 広告主のご紹介等，是非 

ご 協力頂きますようお 願い致します。 

広 生口 料 

DGD 不 言志 1 頁 年 6 回 150,000 円 

半 頁   78.000 円 

インフオメーン コ ン 1 頁 年 3 回 90.000 円 

サーキュラ 一 半 頁   45,000 円 

尚 、 サーキュラー 用の版下作製代は 実費をいただきます。 裏 表紙は 1 頁 10.000 円高となります。 

申込先 : 日本発生生物学会事務局 ( 井出宏之 ) 
〒 980-8578  仙台市青葉区荒巻 字 青葉東北大学大学院理学研究科生物学教室内 

TEL  :022-217-   3489  FAX  :022-:217-:3489 

e-mail;jsdb ⑥ bcasj.or.jP   切 り 取 り 線                                                                                                             

広告申し込み 書 
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C5 円 蝿 ET ㎎ 
株式会社 コ パセティック 

〒 036-l5 Ⅱ青森県中津軽郡相馬付大字仮面 沢 ll3 つ 
丁日 L 0l72(84)350g  FAX  (84)35l0 

フリーダイヤル :  0  Ⅰ 2  0  --0848  9  6 
フリーダイヤル ゼノパス は タローン 

小糸工業のバイオハザード 対応グロースキヤ ビネ、 ット は、 周囲 

環境の影響を 受けずに、 圧力コントロールシステムで 実験室内 

を 陰圧に保持します。 また、 コンパクトで 高性能 6 フィルター 

ユニットとの 組み合わせで、 実験対象物への 空気流による 外界 

からの悪影響を 遮断，簡単操作をプラスして、 高精度な 温 ・湿度 

を 再現します。 
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                                                                                          i ・ DIC ． Fetal                                                                                                                                                                                                               み b 旧い H                                     (g 圧 @@enl. Ⅳ・ c Ⅱ M@%dl       

●システムはフルオートでコントロール 及び設定可能 

● 2048x20487]2bit/ 各チャネルの 高画質 

● DSP 技術を用いた 多彩なスキャンモード 

●マルチトラッキンバスキャンにより、 多重蛍光標本の 蛍光波長のかぷりを 解消 

●多彩な 2D 、 3D 解析機能と、 画像管理に便利なイメージデータベース 

●タイムコースソフトウェアによる 多彩な ョ 奇問 隼 弘行機首号、 タ十吾 トトリガ機首 毛 

このほかにも 数多くの新開発・ 新設計・すぐれた 技術が搭載されて お ります。 




